
「AgreeLedger」が選ばれる理由

最先端のブロックチェーン技術を採用。契約締結の証拠となるデータの保全性が高い。

契約締結権限者の事前登録により、スムーズな契約締結を実現します

高い本人確認性を実現する機能を実装（ID/パスワード、SMS認証、契約書の現物所有確認等）
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「AgreeLedger」は
一歩先行く電子契約サービスです

最先端技術 × 金融機関としての経験

電子契約サービスの導入で得られるメリット

「AgreeLedger」は契約相手の
「本人による署名ではなかった」

「署名者が契約締結の権限を有していなかった」 などの
主張によるトラブルの回避に有効な、新たな電子契約サービスの形です

契約コスト削減

事業継続性向上
（紛失・消失リスク対策）　

契約手続き可視化

契約業務の効率化・省力化

管理面での
コンプライアンス強化

テレワークの実現

高い証拠力でトラブル回避
電子契約サービス「AgreeLedger」



電子契約サービスAgreeLedgerの特徴

より豊かな社会の実現のために、ビジネスに革新を。

電子契約サービス内に契約締結権限者の事前登録を行います

「AgreeLedger」サービスサイトのご案内
https://xross-ledger-trust.com/agreeledger/

送信者
（署名権限者）

双方が
確認しあえる

ブロックチェーン
技術による保管

受信者
（署名権限者） 送信者（署名権限者） 受信者（署名権限者）

AgreeLedgerでは、企業より指定された「企業管理者」が、社内規定や委任状に基づき、あらかじめ契約締
結権限者を登録する仕組みになっており、契約締結時に契約相手の権限者が表示されます。契約締結権
限者を送信者・受信者双方が確認し合うことで、係争時に契約書の真正な成立を証明しやすくなります。

AgreeLedgerは契約に同意した事実を、東銀リースビジネスイノベーションが運営するトラストサービス
基盤「Xross-Ledger Trust®」に保管します。「Xross-Ledger Trust®」は信頼性の高いブロックチェーン技術
を用いており、データが改ざんされたり、消失することはありません。

AgreeLedgerは電子署名にブロックチェーンベースの
トラストサービス（※）基盤を利用しています

（※）トラストサービス：WEB上でのデータのやり取りに際し、組織、個人等の発行元確認やデータの完全性を確保するための仕組みを言います。

会社名
住所
お問い合わせ

：東銀リースビジネスイノベーション株式会社（東銀リース１００％子会社）
：東京都中央区新川2-27-1　東京住友ツインビルディング東館
：contact@bbi.botlease.co.jp 

電子契約サービス トラストサービス

事前登録された契約締結権限者間でのみ契約締結可能契約締結権限者を含む契約関係者の情報を事前登録

契約締結前 契約締結時


